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序 文

　鳥取市は、鳥取県の県庁所在地として、また、山陰地方の中核都市とし

て発展してきた、人口20万人あまりを擁iする地方都市です。

　鳥取市内には、鳥取平野をはじめその周辺丘陵に、数多くの遺跡が存在

しています。これらの埋蔵文化財は地域の先人たちの生活を語る歴史資料

であり、後世に継承していくべき市民の貴重な財産です。このような認識

のもと、財団法人鳥取市文化財団では、開発と文化財の共存をはかるべ

く、各関係機潤の協力を得ながら埋蔵文化財発掘調査事業を進めています。

　さて、今回実施した野坂遺跡の調査は、携帯電話基地局基礎設備工事に

伴う発掘調査として、平成17年8月から調査を行ってきました。調査の結

果、平安時代を中心とした時期の貴重な遺構、遺物が検出され、当地域の

古代文化の一端を明らかにする資料を提供することができました。ささや

かな冊子ではありますが、市民各位ならびに関係各位の埋蔵文化財の理解

に供していただければ幸いです。

　おわりに、今回の発掘調査にあたり、ご理解とご協力をいただきました

地元の皆様をはじめ関係各位の方々に、心から感謝申し上げます。

平成18年3月

財団法人　鳥取市文化財団

理事長小谷荘太郎



例 自

1．本書は、NTT　DoCoMo鳥取野坂基地局基礎設備工事の事前調査として実施した野坂遺跡の発掘調

　　査報告書である。

2．本発掘調査は、NTT　DoCoMo中国の委託を受けて、財団法人鳥取市文化財団　鳥取市埋蔵文化財

　　センターが、平成17年度に現地調査および報告書を作成した。

3．発掘調査を実施した遺跡の所在地は、鳥取市野坂字欠谷377番1である。

4．発掘調査によって作成された記録類および出土遺物は、鳥取市教育委員会に保管されている。

5．現地実測、図面の作成は、調査参加者全員の協力のもとに行い、出土遺物の整理および遺物実測、

　　図面の浄書、観察表の作成は、神谷伊鈴、下多みゆき、濱橋博子を中心として行なった。

6．本書の執筆、編集は、藤本隆之が行なった。

7．現地調査から報告書作成にいたるまで、以下に列記している多くの方々からの指導、助言ならびに

　　協力をいただき、厚く感謝いたします。（順不同、敬称略）

　　NTT　DoCoMo中国、株式会社熊谷組

凡 例

1．本報告書における遺構図の方位はすべて磁北を示し、レベルは海抜標高である。

2．本報告書では、現地調査時の番号をそのまま使用している。番号は遺構の種別に関係なく、通し番

　　号となっている。

3．本書に使用した遺構等の略号等は次のとおりである。

　　SB：掘立柱建物、　SK：土坑、　SD：溝状遺構、　P：柱穴・ピット、〃％：石

4．今回の調査によって出土した遺物は、遺跡名、調査年度、調査区、遣構番号、取上げ順による遺物

　　番号（遺物台帳登録番号）、取上げ年月日を基本的に注記している。写真や図面などの記録類も同様

　　である。

遣構番号対応表

試掘調査 本調査

P－◎1 109

P－02 刊0

P－03 135

P－04 一

P－05 臼3

P－06 136

P－07 108
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第1章　発掘調査の経緯

1．発掘調査に至る経緯

　今回の発掘調査の契機となった携帯電話基地局基礎設備工事事業は、野坂字欠谷で計画されており、

工事区域は基礎埋設による掘削にて原地形を大きく改変することとなる。工事予定範囲では既存の遺跡

地図等により遺物散布地が含まれていることから、遺跡の範囲、遺構、遺物の有無と埋蔵状況、遺跡の

性格等を把握する目的で鳥取市教育委員会が平成17年5月に試掘調査を実施した。調査の結果、今回の

工事予定地には古代から中世期を主とした遺構、遺物が多数確認された。鳥取市教育委員会はこれらの

試掘結果をもとに、関係機関との計画変更等を含め種々の協議を行ったが、現状での遺跡の保護、保存

は難しく、記録保存で対応することとなった。

∬．発掘調査の経過（第1図）

　野坂遺跡の発掘調査は、NTT　DoCoMo中国の委託を受け鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センター

が調査を実施した。

　現地調査は資材搬入などの調査準備の後、平成17年8月から開始した。表土除去については調査の迅

速化を図るため、遺構・遺物に影響の無い範囲で重機を用いた。測量杭の設置は任意のラインを基準と

して、直交する基準杭を遺構の密度に応じて適宜設置した。降雨による調査地の冠水、水没を防止する

ため南（谷）側に排水溝を設置して排水を可能にした。検出した各遺構、遺物の写真撮影や実測等の記録

類の作成は適宜行った。また、完掘後には高所作業車にて全体の写真撮影を行った。調査の結果、遺構

は古代（奈良・平安時代）期に比定され、多少の時期幅はあるが、全て同一面において検出している。検

出した遺構は掘立柱建物など明らかに生活痕跡であり、土器などの遺物も5コンテナケース余り出土し

ており、集落跡として評価できる。検出した遺構は、ピット（柱穴）を主として総数136を数え、最終的

な調査面積は146㎡である。

　現地調査は関係者の協力により予定どおり8月末に終了した。出土した遺物と写真や図面などの記録

類の整理は現地調査と並行して進め、遺物については、水洗い等の後、注記、復元作業を行なった。現

地調査終了後、本格的に整理作業、報告書作成を行い、平成18年3月末に終了した。

璽．調査の組織・体制

発掘調査の組織、体制は以下のとおりである。

平成17年度 調査主体

理事長

副理事長

常務理事

調査指導

事務局

財団法人　鳥取市文化財団

林由紀子（鳥取市副市長）

小谷荘太郎

中川　俊隆（鳥取市教育長）

三田三香子

住田　高市

小谷荘太郎（兼務）

鳥取市教育委員会　文化財課

財団法人

所　　　長　　前田　　均

主　　　幹　　藤本　隆之

調査事務　　秋田　澄世

平成17年4月～平成17年10月

平成17年11月～

平成17年4月～平成17年10月

平成17年11月～

鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センター

一1一



調査担当

調　査　員

調査補助員

財団法人　鳥取市文化財団鳥取市埋蔵文化財センター

藤本　隆之
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第2章調査の結果
1．遺跡の位置と環境（第1・2図、図版1）

　野坂遺跡は、JR鳥取駅より西南西へ5．2kmの野坂に所在する。北西、南東側を丘陵に挟まれた谷部に

位置しており、谷部中央には野坂川が流れ千代川へと注ぐ。遺跡は野坂川左岸、野坂集落の北西側、丘

陵裾の段丘上田畑に存在する。昭和52年の分布調査において、弥生・古墳時代の遣物の散布が確認され

ている。

　近隣iには、野坂川を挟んだ南東側丘陵裾に小森山遺跡、下段遺跡、北東1．5kmの谷平野部には大檎遺

跡などが存在する。昭和52年の分布調査において、小森山遺跡は奈良・平安時代、下段遣跡は弥生・古

墳時代の遺物の散布地として確認されている。大楕遺跡は昭和51年、圃場整備事業中に発見され、昭和

52・57年には道路整備に伴い発掘調査が実施されている。弥生時代中期から奈良時代の複合遺跡で竪穴

式住居、掘立柱建物、土坑、溝状遺構が確認されている。

　また、地元の方々の話では、調査地の北東約70mには明治期の古窯跡、山麓一帯には粘土採掘跡が

あったという。いずれも現在では竹林や畑になっているが、窯跡が存在したとみられる場所には現在で

も陶器片や窯道具が散乱している。

X．基本層序（第4図、図版2）

　調査地は段丘上であり、緩斜面である。標高は26．9～27．5m。本来は南側の野坂川に向かい約8°の

傾斜を有していたと考えられるが、果樹園や畑地として利用するために上位側を削平、下位側に盛土

（客土）して平坦地を造っている。

　地表から8～20cm程度の厚さの表土（明褐色砂混粘質土10YR3／3）が覆う。表土下には0～45cm以上の

褐色・黒褐色粘質土または褐色・黒褐色砂混粘質土10YR4／4～2／1が遣物包含層として存在していたと

考えられるが、内包される遣物は細片であること、基盤層と考えられる黄褐色粘質土10YR5／6～6／6の

ブロックを含むことから、客土などの二次堆積層である可能性が高い。さらに、谷（下位）側には表土直

下に20～60cm程度の客土が認められ、空缶やガラス瓶、ビニールが含まれることなどから、近年の客土

と考えられる。遺構面は第5層の黒色粘質土7．5YRL　7／1と考えられ、僅かではあるが土器細片を含

む。遺構面の標高は25．9～27．15mである。山（上位）側が削平されていることを考慮すれば、断定はで

きないが、基盤i層である黄褐色粘質土10YR5／6～6／6も遺構面である可能性がある。また、当遺跡の黒

色系の土層は総体的に黒色が強いのが特徴であり、火山灰系の土質である可能性もある。近隣では大山

クロボクが著名であり、当地も同様の土壌であろうか。

班．検出遣構（第3図、図版3～12）

　検出した遺構は、総数136である。内、5はi撹乱である。調査地の南半東寄りには、幅1．3～1．8m、

長さ8．8mの大きな撹乱溝が存在する。一部の断割りを試みたが、側面の崩落が著しく底面を確認する

ことはできなかった。2m以上の深さがあると考えられる。

大半の遺構はピット（柱穴）であるが、溝状遺構、また耕作痕と考えられるものも存在する。耕作痕等に

ついても全体図に掲載はしているが、説明は割愛することとした。概ね、北（山）側の規模の大きな不整

形の遺構は耕作痕と理解して大過無い。

1．掘立柱建物

　今回の調査で確認した掘立柱建物は4棟である。調査地が狭小ゆえに何れも規模は確定できない。す

べての建物の主軸は5°の範囲内に収まる。SB－02と04は重複すること、主軸と柱穴の形状からSB－01

一3一
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野坂遺跡周辺遺跡分布図
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H＝27．00m
b ぴ C
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ノ

1　　2

3

P－025

4
3

1

5

7
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4

6　　P－099

P－076
］．黒褐色砂混結質土　10YR3／1（灰色を帯びる）

2．無色砂混粘質土　7．5YR2パ（黒色を帯びる）
3．黒色砂混粘質土　7．5YR2／1〈褐色を帯びる）

4．黒色砂混粘質土　7．5YR1．7／1

H＝2700m
d d’

1

2
撹乱

1．黒褐色細砂　　10YR2／2

2．黒色粘質土　10YRL7／1（栢色を爾びる、
　　黄拓色粘質土ユOYR5／6ブロック3％含）
3．，1言色粘質土　7．5YR1．7／1（褐色を帯びる）

4．集色砂混糖質土　10YR2／1（褐色を帯びる）

5．にぶい黄褐色細砂　10YR5作

王1＝2650n〕

1．黒色粘質土　10YR1．7パ（灰色を帯びる）

2．黒色砂混粘質土　7．5YR2／1
3、黒色結質土　　膓OYR17／1（黒色強い）

4．黒色枯質土　7．5YR2／1（褐色を帯びる）

5．黒色砂混粘質土　7．5YR2／1（黄釦色粘質土10YR5／6ブロック15％含）

6．黒色砂混粘質土　7、5YR2／1

7．嘉色粘質土　10YR1、7／1（黄褐色犯i質土10YR5／6ブロック7％含）

8．黒褐色粘質土　ユOYR2／2（黄掲色粘質土10YR5／6ブロック2％含）

II＝2（L50m

e

撹乱　］

P－125

2

P－」ユ5

e
’

f

1

c

撹乱
　　　　P－1ユ2

1．黒色砂混粘質土　7．5YR1．7／ユ

2．黒色砂混粘質土　7．5YR2／1（褐色を帯びる）

H＝26501〕ユ

ノ

1，黒色粘質土　7．5YR1フ／1

2．黒色粘質土　75YR2／1（黄褐色粘質
　　土10YR5／6ブロック5％含）

9 9

1．占色砂混粘質土　7．5YR1．7／1（黄掲

　色枯質土10YR5／6ブロック3％含）

　　P－1臼

1ヂ　蕪，社」色粘髪匡土　　10YR2／2～2／3

2．黒褐色粘質土　10YR2／3（黄褐色粘質土10YR5／6ブロック5％含）
0　　　　　　　　　　　　ユm

第5図S8－01実測図
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P－011
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1

2　3

P－013
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3 2
1

P－042
P～015

1．黒褐色砂混粘質土　　10YR2／2
2．　黒色砂｝昆粘質土　　7、5YR2／1

3．ぷ色粘質土　7．5YRI．7／1

1．蒸褐色砂混粘質土　10YR2／3
2．　黒色砂ま琵粘質ニヒ　　τ5YR2／1

3．、上色粘質土　7．5YRユ．7、ヨ

1．黒色粘質土　　10YR2／1

2、」取目色砂混粘質土　75YR3／1～2／1
3．ユ≒褐色砂混粘質土　　10YR2／2～2／1

1．黒色粘質土　10YR1フ／1（5㎜以下の小

　石3％含）
2．　；1～色粘質土　　7．5YR2／1（黄褐色ネ占質ゴニ

　　10YR5／6ブロック僅かに含）

H＝27．00m H＝27．00m H＝2τ00㎜
e e f f’ 9

　　P－06ユ

1、黒色粘質土　ユOYR2／ユ
2．　テ黒色ネ占質ニヒ　10YR2／1（黄褐色

　　粘質土10YRδ／6ブロック3～
　　5％含）

1．黒色粘質土　75YR2／1
2．黒色砂混粘質土　10YR2／1

2

第6図　S8－02実測図

1

P－060

3

1

2

　　　　　　　　　　　　　　P－055
1．志色砂質土　10YR2／ユ

2．志色粘質土　7、5YR1．7／1（黄褐色粘質土

　　10YR5／6ブロック1％含）
3．黒色粘質土　10YR2／1（褐色を帯びる）

0　　　　　　　　　　　　1m
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H＝2640m
ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ

0　　　　　　　　　　　　2m

H＝26．30m H＝26．30m

　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　；：鑓緩㌫Y『；品／1（。ぶ、、黄舵纈土1。YR，，、ブ。。ク，％。，

i：餐瓢㌶Y㌫辮色瀬鋤YR5／6獅ク囎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7図

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
；謬離纏；：；出㌘2／2、黒⑳。、L馳噸斑75YR2／1～2／2

茸：難麗灘緩。璽毘＝、、、黄褐色粘艇

　10YR5／6ブロック2％含）

S8－03実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

と02、SB－03と04に二分できる。　SB－01と02は並列しており、柱筋の間隔で2．4m程度しか離れておら

ず、同一の建物である可能性も否定できない。SB－03と04は柱穴の平面形が四角形状を呈しており、

SB－01・02とは様相を異にする。時期差や建物の性格の違いが考えられるが詳細は不明である。

SB－01（第5・9図、図版4・5・13）

　調査地の中央東寄りに位置する。東側は調査区外へと延びる可能性がある。現況で桁行3間以上、梁

行2間の建物である。主軸をN－77°－Eにとる。建物の平面形は長方形を呈し、桁行3間が7．421n、梁

行2間が4．20mを測り、面積は31．16m2となる。柱間寸法は桁行が241～260cm、梁行が199～221cmを測

り、平均すると、桁行248．6cm、梁行2］3．67cmとなる。柱穴の平面形は円形、楕円形。断面観察により

柱痕跡を確認できる柱穴（P－076、099、115）も存在し、その径は14～18cm程度である。柱穴底面の標

高は25．89～26．23mと34cm程度の範囲内でほぼ一定である。

　主な遺物はP－112から土師器甕の口縁部（1）が出土している。

SB－02（第6図、図版6・7・8）

　調査地の中央西寄りに位置する。西側は調査区外へと延びる可能性がある。現況で桁行2問以上、梁

行2間の建物である。主軸をN－80°－Eにとる。建物の平面形は長方形を呈し、桁行2間が3．98m、梁

行2間が4．01mを測り、面積は15．96㎡となる。柱間寸法は桁行が183～213cm、梁行が190～211cmを測

り、平均すると、桁行194．Ocm、梁行200．5cmとなる。柱穴の平面形は円形、楕円形。断面観察により柱

痕跡を確認できる柱穴（P－011、013、015、042、061、060）も存在し、その径は16～26cm程度である。

柱穴底面の標高は25．91～26．17mと26cm程度の範囲内でほぼ一定である。
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II＝27．20m
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L

　

〉

㌣

ξ

ヨ

0　　　　　　　　　　　　2n｝

lP　1

a

　　　　　　1

　　　　　　　　　2　　　　　P－ool
1．黒色粘質土　7．5YR2／1〈黄褐色枯d二10YR5！6

　ブロック3％含）
2．黄褐色粘質土　10YR5／6（黒色粘質土75YR2／］
　プロックエ5％含＞

　　　　　　　　H＝2720m
　b　　　　　　　　　　　　　　　　b’

　　P－035

1：讃灘謬ま鴇篭黄褐色糎。
　10YR5／6ブロック5～7％含＞
3．」＿褐色粘質土　7．5YR3作～2／ユ

1…【＝27．2⑪n、

a

C C

　　　　　　

　　　　　　P－058

　；：欝2獺圭｝；跳｛（翫を帯びる）

0　　　　　　　　　　　　1m

第8図　SB－04実測図

　何れの柱穴内からも図化に堪え得る遺物は出土しなかった。

SB－03（第7・10図、図版9・13）

　調査地の南西寄りに位置する。南側は調査区外へと延び、西側は3間以上延びる可能性がある。桁行

2間、梁行不明の建物である。主軸をN－76°－Eにとる。桁行2間は4．14mを測り、柱問寸法は207cmを

測る。柱穴の平面形は四角形状を呈す。断面観察により柱痕跡を確認できる柱穴はなかった。柱は抜取

られ、再利用された可能性が高い。柱穴底面の標高は25．51～26．75mと24cm程度の範囲内でほぼ一定で

ある。

　主な遺物はP－066から須恵器高台付杯の底部（2）が出土している。

SB－04（第8図、図版9・10）

　調査地の西寄りに位置する。西側は調査区外へと延び、南北にも延びる可能性がある。桁行3間以

上、梁行不明の建物である。主軸をN－15°－Wにとる。桁行3間は7．28mを測り、柱間寸法は265cmを測

る。柱穴の平面形は四角形状を呈す。断面観察により柱痕跡を確認できる柱穴（P－035、058）も存在

し、その径は14～20cm程度である。柱穴底面の標高は26．00～26．43mと多少不均衡である。

　何れの柱穴内からも図化に堪iえ得る遣物は出土しなかった。
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ごs　こ・・
／ぺ，1＼謬く

　　　　　　　↓　づ
2

　　0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第9図　SI3－01出土遣物実測図

　　0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第10図　SB－03出土遺物実測図

f

H＝26．3⑪m

a　　　　　　a
1．黒褐色粘質土 10YI辺／2（黒色強い）

　　　　0 2m

第11図　SD－◎65実測図

、 、
、

、

、

＼　’
、

H＝26．90m

一一一ｩ一一一一A

1．黒褐色粘質土　　10YR3／2

　0　　　　　　　　　　　25cm

第12図　P－024実測図
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、

2．溝状遺構

　今回の調査で検出した溝状遺構は僅か2条のみである。内、1条は近現代の所産と考えられる。

SD－065（第11図、図版10）

　調査地の南西端に位置する。西側は調査地外へと延び、東端は収束する。検出面での規模は検出長

4．26m、幅21～31．5cm、深さ11cmを測る。主軸をN－75°－Eに有する。埋土は単一層で、黒褐色粘質土

10YR2／2である。主軸、位置関係からSB－02、SB－04に伴う溝であると考えられるが詳細は不明である。

SD－010

　肥料穴SK－014と同心円上に位置しており、014に伴う溝と考えられる。

3．土坑状遺構

　明確に土坑と断定できる遺構はほとんど無い。P－118や124はその規模などから土坑とも考えられる

が明確ではない。埋土の堆積状況からはピット（柱穴）と理解した方が無難であろう。P－118からは、

須恵器蓋・杯、土師器盤など比較的多く遺物が出土しており、他のピット（柱穴）とは様相を異にする。

SK－014

　規模、埋土状況から果樹園であった頃の肥料穴もしくは樹木抜取り穴と考えられる。

一、／’

＼
／

P－024

∈三］：＝フ、

　　　　P－118

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

6

7

第13図　ピット内出土遺物実測図
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4。ピット（柱穴）

　大小様々な規模が存在し、平面形は円形、楕円形、不整円形でほとんどを占める。建物を構成すると

考えられるものは2割弱の22基である。大きさは20～100cm程度、50～80cm程度のものが最も多い。明

確に四角形状を呈するものは1割以下の9基程度である。比較的、調査地の中央、標高26．5～27．1m付

近に集中する。埋土は黒色、黒褐色系の粘質土である。複雑に重複するものも存在するが、平面検出に

おいて新旧関係を捉えることは困難であった。

P－024（第12・13図、図版10・13）

　特筆すべきは、調査地中央やや北西よりに位置するP－024である。024は025、と重複するが新旧関

係は不明である。主軸をN－86°－Wに有し、推定長45cm、幅35cm、深さ13．5cmを測る。ピット内には箋

（3）の口縁部を西に横位状態で据え置く。上面の削平、土圧で損壊はしているが本来は完形であったと

考えられる。埋土は単一層で黒褐色粘質土10YR3／2である。　SB－01の北西隅に位置することから関連

も考えられるが、詳細は不明である。

y．出土遺物（第9・10・13・14図、図版13～15）

　遺物は土器類（土師器、須恵器、陶磁器）のみが出土している。総体的に細片が多く、遺構内遺物は数

が少ない。遺構内からはSB－Ol（P－112）、　SB－03（P－066）、　P－024、　P－118から出土した遺物を

図化した。また遺構外出土から遺存状態の良好なものを8点、図化している。

　（1）はSB－01を構成するP－112から出土している。土師器甕の口縁部で1／12が遺存する。推定ロ

径は26．2cmとなる。日縁部は大きく外傾し、端部は丸い。体部外面、縦ハケ目。口縁部内面、横ハケ

目。頸部ナデ、以下ヘラ削り。色調はにぶい黄榿色を呈す。

　（2）はSB－03を構成するP－066から出土している。須恵器、高台付杯の底部で1／6が遣存してい

る。復元底径は10．Ocm。高台部は短く「ハ」の字状に開く。

　（3）はP⇒24から出土している。土師器甕で肩部を1／4欠失するが、ほぼ完形に近い。口縁部は歪

んでおり、径は22．6～23．7cm、最大胴径は25．4cm、器高は26．5cmとなる。ロ縁部は外傾して開き端部は

丸い、所謂「く」の字状口縁。体部中位に最大径を有する。調整は体部外面、頸部以下ハケ目、内面はロ

縁部横ハケ目、頸部以下ヘラ削り。黒斑有り、煤付着。

　（4～7）はP－118から出土している。（4）は土師器の盤、赤彩を施す。底部は1／3が、口縁部は一

部のみの遺存。推定口径は15．8cmとなる。口縁部は体部から屈曲、外反し端部で上外方へ摘み出す。内

外面ともにナデ調整。（5・6）は須恵器の蓋、ともに1／4が遺存している。復元口径は（5）が14．2

cm、（6）が14．8cmとなる。（5・6）ともに天井部の調整は、逆時計回りのヘラ削り、後ナデ。（6）は回

転糸切痕を有す。（7）は須恵器杯、1／4が遺存する。復元口径は14．9cmとなる。口縁部は直線的に外

傾し、端部で先細る。体部外面、ヘラ削り、後下位ナデ。

　（8～15）は遺構外からの出土。（8）は土師器杯、底部外面に回転糸切痕を有する。口縁部1／4遣存、

底部完存。復元口径11．4cm、底径5．4cm、器高4．6cmとなる。口縁部は底部から直線的に開き、端部は丸

い。内外面ともに横ナデ、底部内面に指頭圧痕。（9）は土師器底部。底径6．4cmを測る。外面に静止糸

切痕を有す。内外面ともに横ナデ。（10）は土師器底部、高台を有す。1／2が遺存、底径7．4cmを測る。

高台部は「ハ」の字状に開き、端部は丸い。（11）は須恵器蓋、擬宝珠形のつまみを有する。天井部はほぼ

遺存するが、日縁部は1／8のみ遺存。推定口径15．7cm、器高2．8cmとなる。天井部は回転糸切痕が認め

られる。つまみ周縁部横ナデ、逆時計回りのヘラ削り。内面不定方向のナデ。（12）は須恵器、高台付杯

底部。1／3が遺存する。復元底径6．9cmとなる。（13）は須恵器底部、高台を有す。底径9．9cmを測る。

糸切痕を有す。高台部は下方に短く納める。（14）は須恵器、高台付杯。口縁部1／6、底部1／3が遺存

する。復元口径17．9cm、底径12．1cm、器高6．7cmとなる。体部は直線的に外傾し、ロ縁端部は丸い。底
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部と体部の境界は丸みを帯びる。（15）は灰紬陶器の碗。1／4が遺存する。復元口径18．9cmとなる。口

縁部は内湾気味に立ち上がり端部で外方へ摘み出す。外面体部下半ヘラ削り。色調は胎土が褐灰色、施

粕部はオリーブ灰色を呈す。試掘調査でも別個体片が出土している。

㊨

◎

11

㊨

9 13

θ ◎

10

第14図　遺構外　出土遺物実測図

O　　　　　　　　　　　　　　　　IOcm

V．まとめにかえて

　はじめに、野坂遺跡の時期を遺物から概観すると、奈良時代末期から平安時代前半（8世紀末～11世

紀）頃と考えられる。当遺跡は比較的、遺物の時期幅が限定されるものの、出土する器種は限定され、

掘立柱建物を中心とする集落遺跡の特徴でもある出土遺物の量が少ないことなどから詳細な遺構の時期

を分析することは困難であるが、概ね平安時代が中心と考えられる。掘立柱建物は何れも主軸が5°の

誤差内に納まっており、比較的整然と配置されていたものと考えられる。当地は古代山陰道の推定通過

地付近でもあることから、相応の集落、施設などの性格も考えられる。出土遺物上からは特別な性格を

読み取ることはできないが、同時期の遺跡では比較的出土例が少ない灰矛由陶器が数点出土している。

　調査地は河岸段丘上に位置しており、同じ左岸の下流に存在する大楕遺跡、対岸の下段遺跡、小森山

遺跡との関連も重要となる。なかでも小森山遺跡は当遺跡と時期的に一致することから興味深いが、下

段遺跡とともに発掘調査は実施されておらず、詳細は不明である。

　調査地は既存の遺跡地図から野坂遺跡の西限に位置するが、今回の調査では遺跡はさらに西方に広が

る様相を呈しており、遺跡の範囲確定には今後注意が必要である。また、付近に近代の窯跡が存在する

様に北側の丘陵地においても生産遺跡などの存在の可能性も考慮した詳細な分布調査も必要である。ま

た、遣跡とは直接的な関わりはないが、当地の土壌は黒色が強く、火山灰系の土質である可能性が高

い。今回は成し得なかったが、古環境復元とともに今後の課題のひとつでもある。
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出土遺物観察表
一記載事項について一

挿図番号

器　　種

法　　量

形態・手法の特徴

遺構ごとの実測番号、図版番号、付図内表示番号を統一して示す。

土器は形態的特徴から、皿・甕・杯・盤の呼称を用い、須恵器は蓋・杯・高台付杯の従来

の呼称を用いた。部分名称の場合は（）で表示。

土器……口径：①底径：②最大胴径：③器高：④をcmで示す。なお、（）は復元

値。〈　〉は推定値。ただし目安として径の残存が7分の1以下を推定値とした。

　　　主要部分について記述した。土器については口縁部の内外面ヨコナデ調整を特別な

　　　場合以外は省略した。

胎土・焼成・色調

　　　　　①胎土

　　　　　②焼成

③色調

砂粒の大きさとその量を示す。

良好（堅緻）・良（普通）・やや不良（やや軟）・不良（軟）の4段階に分けた。陶

磁器については硬質・軟質で表した。

主として外面の色調を示すが、内外面が異なる場合（外）・（内）で表示。陶磁

器の場合は断面・施紬を（断）・（粕）で表示。

備考赤彩、黒班、煤、擦り痕の有無等を記載。

遺物登録番号　出土地を調査区分の通し番号で表示。遺物台帳登録番号。

一遺物実測図中における表示一

　　　　　　須恵器：黒塗り　　土器回転糸切り：　　㊨　　　　土器静止糸切り：　　⇔

　　　　　　陶磁器：　　　　　　　　赤彩土器：

　　　　　　土器実測図のヨコナデ調整による稜：［≡≡≡≡≡コ　　遺物使用痕範囲：［≡≡≡≡≡コ
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SB－Ol　〔第9図〕

挿図

ﾔ号
器　種

法　　量（cm）1口　　径2底　　径3最大胴径4器　　κ」

形態　・手法の特徴

①胎　　土

A焼　　成

B色　　調
残存状況 備　考

遺物

o録
ﾔ号

　1
o－1］2

甕

①　　　　〈26．2＞ ロ縁部は大きく外傾
ｵ端部は丸い。

〈外）　体部ハケ目。成形時の指
@　頭圧痕。
i内）　口縁部ハケ目痕。頸部ナ
@　デ。体部ヘラ削り。

①1～2㎜の砂粒を
@多く含む
H　不良　にぶい黄燈色

（口）　1／12 29

SB－03　〔第10図〕

　2
o－066

須恵器
q苺t杯
i底部）

②　　　　（10．0） 高台’rは短くハの字
�ﾉ閲く。

（内外）横ナデ。
q外）　高台部貼付後横ナデ。底
@　　部ナデ。
i内）底部不定方向へのナデ。

①1㎜以下の砂粒を
@多く含む
皷�F　　　にぶい黄橿色　（内）灰色

（底＞　　1／6 35

Pit 〔第13図〕

①　　最大　23．7
@　最小　22．6

くの字状口縁。
精助狽ﾍ外傾して開

（外）　体部上半縦ハケ自、斜位
@　　ハケ日が重複、下半斜位

①1～2㎜の砂粒を
@多く含む 獄ほ綴 黒班i有

＆t着

89

⑬　　　　　（25．4）　　　　　（26．5） き端部は丸い。
ﾌ部中位に最大径を
烽ﾂ。

ハケ日後底部不定方向へ
ﾌハケ目。頸部粗な横ナ
f後口縁端部工具ナデ、

　4㎜大の砂礫有
H　やや不良　梼色　淡燈褐色

（底）　ほぼ1 口縁部歪 10
P1
P2

3 軽い横ナデ。成形時の指 13

P－024
亮 　　頭圧痕、頚部に工具圧痕。

i内）　口縁部横ハケ目後横方向
14
P5

へのナデ。 16

頸部ナデ。体部ヘラ削り 17
後軽いナデ。 18

底部ナデ。成形時の指頭
圧痕。

①　　　　〈15．8＞ 口縁部は体部から屈 （内外）横ナデ後赤彩。 ①0．δ㎜以下の砂粒 （口）　一部 赤彩 2

　4
o－118

盤 曲、外反し端部で上
O方へつまみだす。

澗農辮籔ナデ・ 　を多く含む

乱
（底）　　1／3 44

①　　　　（142） 天井部は膨らみを （内外〉　横ナデ。 ①0．5㎜前後の砂粒 （口）　　1／4 44
持って口縁部へ下り （外）　天井部1／4を逆時計廻 を多く含む 6

　5
o－U8

須恵器
@蓋

端部で屈曲、4は内
福ﾖ5は下方へ短く

りのヘラ削り、後中央部
�iデ。

⑨　やや不良　灰色　淡燈褐色

納める。 （内）天井部不定方向へのナ
デ。

①　　　　（風8） （内外）　横ナデ。 ①0．5㎜前後の砂粒 （口）　　1／4 44

　6
o－1ユ8

須恵器
@蓋

（外）　天井部回転糸切り、後外
@　　周を逆時計廻りのヘラ削
@　　り。後中央部をナデ。

　を多く含む

H緩
（天）　　1／3

（内）天井部一方向へのナデ。

①　　　　（ユ4．9） ロ縁部は直線的に外 （外）　体部ヘラ削り後下位ナ ①0．5㎜前後の砂粒 （口）　　1／4 2
7 須恵器 傾し端部で先細る。 デ。 を多く含む （体）　　1／4 6

P－118 杯 ⑨麗 44

遺構タト　　〔第14図〕

8 杯

闇　　　　　（1L4）　　　　　　2：き 日縁部は底面から直 （内外）　横ナデ。
}翻i弊獺編傭頭　　　圧痕。

①1㎜前後の砂粒を
@多く含む
@2～3㎜の砂粒有
L　やや不良　にぶい黄楕色

儲　1／｛ 口縁部歪 3

9 （底部）

②　　　　　6．4 （内外）横ナデ。
o外）底部静止糸切り。内）　ナデ。

①1㎜以下の砂粒を
@多く含む
H　やや不良　燈褐色

（底）　ほぼ1 1

10 （底部）

②　　　　　7．4 高台部はハの字状に
Jき端部は丸い。

剥落調整不明瞭。 ①1㎜前後の砂粒を
@含む
Z燈色

（底）　　1／2 4

11 須恵器
@蓋

つまみ径　　2．9
L　　　　　〈15、7＞　　　　　　2．8

つまみは擬宝珠形。
ｽ坦な天井部から僅かに膨らみを持って

精助狽ﾖと下る。端
狽ﾅ屈曲し下方へつ
ﾜみだす。

（内外〉　横ナデ。

i外）　天井部回転糸切り、後つ
@　　まみ貼付、その周縁部を
@　　横ナデ。天井部外周逆時
@　　計廻りのヘラ削り。
i内）天井部不定方向へのナ
@　　デ。

③1㎜前後の砂粒を
@多く含む
@2㎜の砂粒有
f灰色

（口）　　1／8

i天）　ほぼ1

6

12 須恵器
q苺t杯
i底部）

②　　　　（6．9） 高台部は下方へ短く
[める。

（内外）横ナデ。
q外）底部糸切り後ナデ。高台
@　　部貼付後横ナデ。
i内）底部不定方向へのナデ。

①1㎜以下の砂粒を
@多く含む

?F

（底）　　1／3 2

13 須恵器
i底部）

②　　　　　9．9 （内外）横ナデ。
i外）　底部糸切り。高台部貼付
@　　後楢ナデ。
i内）不定方向へのナデ後擦り
@　　痕。

①1㎜前後の砂粒を
@多く含む
@2㎜の砂粒有
酪X．淡灰色

（底）　　　1 擦り痕 6

14 須恵器
q苺t杯

⑬　　　　　（17．9）　　　　　（ユ2、1＞　　　　　　6．7

体部は直線的に外傾
ｵ端部は丸い。
齦狽ﾆ体部の境界は
ﾛみを帯び凹状の高
苺白[面を持つ。

（内外）横ナデ。
i外）　底部ナデ？高台部貼付後
@　　横ナデ。
i内）　底部ナデ。

①1㎜前後の砂粒を
@多く含む
f）暗灰色　（内〉灰色

（口）　　1／6
i底）　　1／3

2き

15 灰杣陶器

@碗

①　　　　（18．9） 日縁部は内湾気味に
ｧち上がり端部で外
福ﾖつまみだす。

（内外）横ナデ後施稲。
i外）　体部下半ヘラ削り。
i内）　口縁部に一条の闇線。

＠　糖緻　硬質　く断）褐灰色　く紬）オリーブ灰色 （口）　　1／4 5
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図版3

調査地全景

（南から）

調査地全景

（西から）

調査地全景

（東から）

己

量



図版4

SB－01
（南から）

’　　　　「駆＾舌

・’ @　．・ぐ∴
　　／・．‘＾’1：e”
　　ノ　　　　　　　　　　　　　ドロ

　／．．㌘’

　　ぺ　　こ　ミコ

∴・1・…

∴・

・お．

∵’∵．皐 　　　SB－01
　、で・
　　　P－099断面
∴ぐ　　　（南から）



（
⑰

ω
）
田
1
匝

注
一
1

ぷ
田

自
）
；

　
警

　
≒
羅
獺
謹
憲
，
禄
集

　
　

　
　

　
　
　
諦

’
畿

慈
｝
鱈
姦
．
灘

　
　

　
　

　
　

」
’

　
　

み
　

　
　

　
　

　
コ

　
総

遥
鰻
　

寮
，

’
1
梶
f
蕊
、
　
ぶ

　
　
　
　
　
　
．
・
ご

　
　
　
　
　

　
．
　
”
　
阜

　
・
霧
　

曝
・

竃
覧

i
　

櫟
、

．
　

鍵
、

こ
織

　
籠

　
　

　
　

　
　

懸
1

　
　

　
　

　
雛

難
鰯

懸
灘
雛
1麹

講
購

、
’

髪

　
　
　
　
麟
難

”
恒

馳
E
・

??
F簸

翻
醗
、

蟻 ’
雲 羅

　
　

ヒ
の

巡
1ロ

矧
…
自
l

　
o

ひ
ゆ
　

蟷 　
藷

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
亀

曽
心

　
　
　
・
‘
　
　
　
　
　
　
　

1．
へ
、
・
い
’

@‘
　
・
Y

　
　

　
罎

竃
纏

バ
イ

罵
：

：
：

、
薪

1

’
蘂

薄

灘
轟
烈
曇
羅
懸
三
篶
；
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
㌶
」
ぷ
轡
曇

援
　

息
訂

∴
・

㌻
轟

∴
瀞

i
l

讃
。

．
．

　
臨

畿
毒

き

　
で

の
矧
1
ロ

サ
ゴ
l

　
o

σ
」
σ
1
－

一
麗

　
∴
冠
c
・
：
し
く
：
層
c
・
∴

　
　
　
　
ア

、
　
　
　
　
　
　
　
’
，
1・

　
．
“
　
　
　
　
　
　

、
　
P

　
　

　
　

㌧
1‘

　
　
　
　
1∵

　
　
s

＼
’
_．

、
・
、
＼
層
、

ξ
、

、
、

，

や
・

P
ざ
，

＼
邸
澤
，

　
　

／
　

．
／

・

，
己

’
”

　
図

　
．
、
”
薪

　
　

　
o



図版6

SB－02
（南から）

『・ﾗ∴・．

三

言，〆1置

号聾

1

／／ @　’三蕪・一

　・，；蕊二㌻・＼，

・き可

SB－02
P－011断面

（南から）

・〆～・

SB－02
P－013断面

（南から）



1　吐㌔・

図版7

・芦
　　　’｛

SB－02
P－015断面

（西から）

SB－02
P－061断面

（東から）

SB－02
P－055断面

（南東から）

輪ジ．・

s略

r二



図版8

誓

鵠㌢

懲
兵・毒、

　　　　　　　　　　霧
＿．鴻∵ゴU繰二w必SB－。2

鰺、、，話遠響鷲1㌶・6・断面

灘議．

　　墨纏

SB－02

P－041～043完掘状況

（南東から）

SB－02

P－058～060完掘状況

（南から）



図版9

SB－03
（南から）

SB－03

’，

1’”　 吟’．・． @　　〉
　ト　　ロ
・㌢　　　，’，　’

　　　　きプぐ　，　　　　：デ

　　7　『・匂
　F’：＾・　：．含
　　い　　　㌔丁
　　　コ　　　ロモ
　　　f．：．・∀

　　　ロらエ　ベへ
　　・．．’箏

　．・　1　　　、‘二

　“　　ミ：㍗
　：．『．’ご＼叉

’

　　　．ば　頃

”、二　．
　／　　一
　　，’

　　二

　　　　．．　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　二∨イ

　　　　　　　　　　　　リマ　コ
　　　　　　タ　1二三．・．．・．．・「・・．・：、．＾　　．∫　 ．：二、　’．．．・：

　　’　．・・、．さ・．ト．ち〔・・二．．：｛込．．・♪∴一”．・　＾、一二二・㌃・ざ　こ・・．．”一

　　　・：・言ξ1二ここ1・ぺご三三！二：：芸ご・：．．三云三’’”ジざ二く

　　　．：・ご洛『cこ・㌔・sご1㌻．1．『蕗二〔主㌻☆．ニン㌦一二㌧ご；三：’・』．・・

㌻叢勲繋欝き諺iき麟・主ぶ　

」三

1㌻ご三・二彗：モ章蕊三二㍉

司

’ ∨
●

べ

　　コロ　へ

’‘・・．　　　．

ロニノ

．‘rF　　｜
；≒・1

。． F多

ぎ

P－064断面

（東から）

、

、

SB－04

P－001断面

（南から）

÷・礁？．
‘．「

@、

ぐ　　エ　　　　　　　　　　　サ

｝冗ひ・へ，　　．3．
ト　馳　　．qSs°．．

　　　る　？＋．’　　　　●・　’　　　　　・　．

」ご」、ピ．巳．　・’
　　ざ　　　　　ぽ　

←≒一・〕．・　　　”　　・ぐ～一一
　》も　　　 一’． @　’・　、ξ．，、．．・ろ．・．

リ　　　ュ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きシ
ー1～、之．シ　、z，°き・・

　　　　　　　・
　．　1

・x’
、＼

　二

　　ノ’　．1｜

　二、警．

‘汀

　；、
・・、

∴” r』，

◆　　　垣奄

’　　㌔．㎡，

く三鱗落縫蕪癒鑛瀾
　　　　へ　　’．． 懸

．喋’

、袖wよ瀕

’　S　r．ぺ　　　　L

こ．．

〉



図版10

≡∵竺菱墨
「＼．二．・・巳：　’．∴』’“∴．ミし：

’了 @二．．．、，’∴”±ぺ　・．；：、・

　　・一　’、’差

　　　・て・；

…　　．《
　　　・：1ζ；

　ぺ　　　さぷ
　　　∴｛

’べ

　・’G　・1『曝：1，

　　　　　晦一ご’∵・

忍蕗・：㍗㌘ξ‘．㌦’

・・；・ �E：・

泌逢1ζ’』∵ご以

多こ・．～㌧　．◆

”「F，∵　一　・・：

㌢∵二’
㌧：・．㌻；、㌧：．・．．．

・’ｱ，∴・・ξシ．1　・’．’・

ム：∵　w

：叢轟

i∵1籔，．、

・∵鷲、萢

コケコ　　　プ　　　ら

ヒ鐙蕊

．〔～＿

　　　　ンコきノニご　ロ

ll謬竃籔だ：

　　　　　シ’
　　　　鍵
ぱ。，一、毘『㌢：サ

　　　．膏壌ぜ∫
　　‘さ㎡汽．㍗
　　　　　ラジロひ
　　　・ξ∴籔

SB－04

P－035断面

（北から）

P－024

遺物出土状況

（東から）

SD－065断面
（西から）



P－007断面

（北から）

P－054断面

（南から）

P－047～050断面

（南から）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版11

’

三

∵豆

品

　∵
．ごヅ

竃
森プ〆
写黎｛、、

’ろ，式

’

、

づ∴　　“．．．
ニ　ー

　　　　　き　．’，＾ρ’
　　’　　　　、一
ヤ　　 ’　”
　　表

　　　ロ　　テ　　　　　　ロ　エ
ニ　　：v
　’．　心’：

　　　　　⇔s　’　　　 一

　　こ　　　　、
　　“　’　　き　ぜ＾‘〆・

　　　　　《φ’▼ぱ・雀二“二乏ぎw『零竜

’ご三ご噺ミ藷

’ミ燕馨
A、A㌘〔、☆ベペ≦㍗

起u’～

』

覇

麹

　　へ　　　　　ら

豊劉1，鋭

　　　　　　」　　　　　c吟

ぜ蛍、ジぬ争〔蕊

　　　　　　　・　　　で　　　　ノヘ　　　　　　　　　　ノ

　　　ー含一ひ　　，
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ψ　・δ　～ス・
　・　　　，　　　　　　　　　　●　　　　　　　　．
〉　　　㎡　　　　　　

，

　　　　　9　　＿＿s

‘」、：一

D一

　“㎏
　、t、＼°

゜」書度

’‘ ?ｬ

霧～浅



図版12

．，な・，ノ．．．．．趨’署．

・巧ヂ1・・

P－093・130・092断面

（東から）

P－095断面

（南東から）

’冶〉・耀ぷ1ユ・謬竃を

ξ

P－119断面

（北から）



図版13

ヴ’

1

SB－01（P－112）出土遺物

ンボ唱

〆

叱

SB－03（P－066）出土遺物

2

P－024出土遺物

3

4

P－118出土遺物①



図版14

5 6

7

P－118出土遺物②

，。ン

｝

謄

　セ

8

穿

ピ

10

遺構外出土遺物①



図版15

9 11

12

14 13

15

遺構外出土遺物②



報　告　書抄録
ふ　り　が　な のさかいせき

書　　　　　名 野　坂　遺　跡

副　　書　　名 NTT　DoCoMo鳥取野坂基地局基礎設備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著　者　名 藤　本　隆　之

編　集　機　関 財団法人　鳥取市文化財団

所　　在　　地 〒680巾015鳥取県鳥取市上町88　TEL　（0857）23－2410

発行年月日 西暦　2006年3月31日

コ　　ー　　ド 北緯

潤@　！　　〃

東経

潤@　！　　〃

調査面積 調査原因
ふ　り　が　な

且箞竦ﾕ名

ふりがな

轄ﾝ地 市町村 遺跡番号
調査期間

野叢遭競
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@野坂
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Q01

35°

Q9’
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@　～

Q0050831

146㎡ 携帯電話基地局基礎

ﾝ備工事に伴う埋蔵

ｶ化財発掘調査

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
野　坂　遺　跡 集　　落 奈良時代末期

@　～

ｽ安時代前半
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y坑　　　1基

a状遺構　2条

血梶Aピット

@　　　128基

土師器

{恵器

D粕陶器

掘立柱建物　　4棟

要　　　　　約

　平安時代の掘立柱建物の中心とする集落遺跡。掘立柱建物は主軸が5°以内の誤差に

[まっており、整然と配置されていたと考えられる。

@当地は古代山陰道の推定通過地付近でもあり、相応の集落や施設などの性格も考えら

黷驕B同時期の遺跡からは比較的出土が少ない灰紬陶器が出土している。

@調査地は既存の遺跡地図では野坂遺跡の西限に位置するが、さらに西側にも範囲が広

ｪる様相を呈している。
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